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当
組
合
は
第
13
回
通
常
総
代
会
を
8

月
21
日
午
後
2
時
よ
り
、
国
民
會
館
大

ホ
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
、
大
阪
府
の
小

河
副
知
事
を
は
じ
め
、
関
係
各
方
面
よ

り
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
総
代

2
5
0
名
中
1
9
4
名（
内
委
任
状
59

名
）の
出
席
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
案
は

第
1
議
案

「
平
成
25
年
度
事
業
報
告
、貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、剰
余
金
処
分
案
、注
記
表

及
び
付
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て
」

第
2
号
議
案

「
平
成
26
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

い
て
」

第
3
号
議
案

「
平
成
26
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
額

の
決
定
に
つ
い
て
」

第
4
号
議
案

「
平
成
26
年
度
余
裕
金
預
け
入
れ
先
の

決
定
に
つ
い
て
」

第
5
号
議
案

「
役
員
改
選
に
つ
い
て
」

第
6
号
議
案

「
役
員
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て
」

第
7
号
議
案

「
役
員
退
任
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て
」

を
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
各
議
案
と

も
原
案
通
り
可
決
・
承
認
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
古
川
名
誉
組
合
長
か
ら
組
合
長

職
を
継
承
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
栗

本
修
滋
で
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
父
に
連
れ
ら
れ
て
山
に
木
を
見

に
行
っ
た
の
は
小
学
校
高
学
年
の
頃
で

す
。当
時
、父
は
鉱
山
を
経
営
し
て
い
て
、

坑
木
を
探
し
て
い
た
の
で
す
。鉱
山
で

働
く
人
の
命
を
守
る
の
は
坑
木
で
し
た

か
ら
、
丈
夫
で
腐
り
に
く
い
木
を
集
め

る
の
に
腐
心
し
て
い
た
よ
う
で
す
。今

と
比
べ
て
、
50
年
前
は
大
規
模
な
炭
鉱

も
あ
っ
た
の
で
丸
太
の
需
要
が
多
く
、

父
が
経
営
す
る
よ
う
な
鉱
山
は
優
れ
た

坑
木
を
集
め
る
の
に
苦
労
し
て
い
た
よ

う
で
す
。「
木
が
命
を
守
っ
て
い
る
か

ら
自
分
が
納
得
す
る
木
を
探
す
」
と
父

は
私
に
教
え
ま
し
た
。

　

大
学
で
林
学
を
学
び
、
木
は
鉱
山
で

命
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
山
で
生
え
て

い
る
時
か
ら
多
く
の
人
の
命
を
守
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
次
第
で
す
。昨
近

の
土
砂
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を
テ
レ
ビ
で

8月21日 第13回大阪府森林組合通常総代会を開催しました。

ご 

挨 

拶

大
阪
府
森
林
組
合

�
代
表
理
事
組
合
長 

栗
本
　
修
滋

　

菊
薫
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
組
合

員
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
ご
健
勝
の

「
古
川
組
合
長
が
勇
退
」

　

30
有
余

年
に
わ
た

り
、
大
阪

の
森
林
・

林
業
の
振

興
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
古
川
光
和
前
組

合
長
が
8
月
21
日
の
総
代
会
を
も
ち
ま

し
て
、組
合
長
を
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
前
の
南
河
内
森
林
組
合
長
、
大

阪
府
森
林
組
合
連
合
会
長
を
歴
任
さ
れ
、

そ
の
指
導
力
に
よ
り
、
平
成
13
年
10
月

の
大
阪
府
森
林
組
合
の
合
併
を
ま
と
め

上
げ
、
そ
の
後
の
組
合
運
営
に
も
大
き

な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
・
林
業
を
と
り
ま
く
厳
し
い
状

況
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
指
導
力
を
発
揮
し

て
い
た
だ
き
た
く
考
え
て
お
り
ま
し
た

が
、
後
進
に
道
を
譲
る
べ
き
時
期
が
到

来
し
た
と
の
お
考
え
か
ら
、
こ
の
た
び

勇
退
を
決
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
た
に
ご
就
任
い
た
だ
い

た
名
誉
組
合
長
と
し
て
、
引
き
続
き
大

阪
の
森
林
・
林
業
を
見
守
っ
て
い
た
だ

き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

古
川
前
組
合
長
の
勇
退
に
伴
い
、
新

組
合
長
に
は
栗
本
修
滋
氏
が
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

見
て
い
て
気
が
重
く
な
り
ま
す
。土
砂

と
一
緒
に
木
が
人
家
を
襲
っ
て
い
る
の

で
す
。本
来
、命
を
守
る
は
ず
の
木
が
危

険
視
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。こ
の
ま
ま

人
々
に
誤
解
さ
れ
ま
す
と
、
林
業
は
成

り
立
た
な
く
な
り
ま
す
。

　

森
林
を
適
切
に
管
理
し
て
木
を
流
木

化
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
職
員
と
一
緒
に

精
励
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
森
林
組
合
経
営
を
健

全
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。3
年
前
の
急
激
な
社
会
変
化

に
よ
っ
て
、
森
林
利
用
事
業
が
大
き
く

落
ち
込
み
組
合
経
営
は
赤
字
に
転
落
し

ま
し
た
。社
会
状
況
は
好
転
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
古
川
名
誉
組
合
長
の
ご
指
導

の
も
と
で
役
職
員
が
経
営
の
合
理
化
に

取
り
組
み
、
今
年
は
黒
字
に
向
け
た
経

営
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。な
ん
と
し
て
も
黒
字
化
計
画
を
達

成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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科 目 内 訳 小 計 合 計 科 目 内 訳 小 計 合 計
（資産の部） （負債の部）

流動資産 流動負債
現金・預金 890,014,091 買掛金 2,717,694
さきもり基金 506,021,182 未払金 145,530,110
受取手形 6,889,402 預り金 10,226,242
売掛金・未収金 53,108,783 その他 38,911,589
上記 2項目の貸倒引当金 △ 690,000 流動負債合計 197,385,635

59,308,185
たな卸資産 27,684,152 固定負債
その他 11,289,376 1,494,316,986 長期未払金 3,796,800

流動資産合計 農林漁業資金借入金 29,068,314
林構施設借入金 74,251,081

固定資産 預り保証金 10,120,000
有形固定資産 1,143,198,447 退職給付引当金 133,829,441
　減価償却累計額 △ 763,608,057 379,590,390 役員退任慰労金引当金 12,990,689
無形固定資産 1,021,285 基金預り金 504,000,000

組合拠出金 △ 88,100,000 415,900,000
外部出資 その他引当金・積立金 501,634,501
系統出資金 37,226,640 固定負債合計 1,181,590,826
系統外出資金 18,482,000 負債合計 1,378,976,461

外部出資金合計 55,708,640 （資本の部）
出資金 202,643,000

その他の固定資産 出資金合計 202,643,000
農林漁業資金貸付金 29,068,314 剰余金
　　貸倒引当金 △ 340,000 28,728,314 準備金・積立金 376,273,935
その他 5,000,000 当期末処分剰余金 6,472,219
その他の固定資産 33,728,314 剰余金合計 382,746,154

固定資産合計 470,048,629 資本合計　　 585,389,154
資産合計 1,964,365,615 負債・資本合計 1,964,365,615

科 目 小 計 合 計
Ⅰ事業総損益
　　1. 収益 1,203,781,703
　　2. 費用 946,550,493
　　事業総利益 257,231,210
Ⅱ事業管理費
　　1. 人件費 179,593,170
　　2. 旅費交通費 3,542,654
　　3. 事務費 6,148,342
　　4. 業務費 3,597,948
　　5. 諸税負担金 8,427,625
　　6. 施設費 73,199,559
　　7. 雑費 366,596
　　事業管理費計 274,875,894
　　事業損失 △ 17,644,684
Ⅲ事業外損益
　　1. 事業外収益 9,174,520
　　2. 事業外費用 6,477,414
　　事業外損益 2,697,106
　　経常損失 △ 14,947,578
Ⅳ特別損益
　　1. 特別利益 142,857
　　2. 特別損失 2
　　特別損益 142,855
Ⅴ利益剰余金
　　税引前当期損失金 △ 14,804,723
　　法人税及び住民税額 1,156,000
　　当期損失金 △ 15,960,723
　　前期繰越剰余金 22,432,942
　　当期未処分剰余金 6,472,219

部 門 別 費 用 収 益 損 益

指 導 部 門 2,086,927 2,147,795 60,868

販 売 部 門 166,491,859 184,182,620 17,690,761

加  工  部  門 126,203,185 132,053,208 5,850,023

森林整備部門 651,768,522 885,398,080 233,629,558

合　　　計 946,550,493 1,203,781,703 257,231,210

摘 要 積算内訳 小 計 合 計
Ⅰ当期未処分剰余金 6,472,219

Ⅱ剰余金処分額
　　1. 法定準備金
　　2. 任意積立金 0

Ⅲ次期繰越剰余金 6,472,219

平成25年度決算報告
貸借対照表（平成26年5月31日現在）

損益計算書（平成25年6月1日〜平成26年5月31日） 部門別損益計算書

平成25年度剰余金処分案

1. 受取手形の割引高は 0円である。
2. 受取手形の裏書譲渡高は 0円である。

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）
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１ 

管
理
運
営
の
基
本
方
針

昨
年
度
、
森
林
・
林
業
界
に
お
い
て

は
、
本
年
4
月
か
ら
増
税
さ
れ
た
消
費

税
の
駆
け
込
み
に
よ
る
木
材
需
要
の
高

ま
り
や
、
国
の
大
型
補
正
予
算
に
よ
る

森
林
整
備
に
関
わ
る
公
共
事
業
の
発
注

な
ど
、
活
況
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
は
、
そ
の
よ
う
な
活
況

を
も
た
ら
し
た
要
因
を
挙
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
事
業
へ
の
チ
ッ
プ
販
売
や
新
た
な
積

層
合
板
で
あ
る
C
L
T
な
ど
、
新
た

な
成
長
が
予
測
さ
れ
る
分
野
へ
の
参
画

を
検
討
及
び
推
進
す
る
必
要
性
が
あ
り

ま
す
。

当
組
合
に
お
い
て
も
、
森
林
環
境
保

全
直
接
支
援
事
業
に
よ
る
府
内
の
森
林

整
備
を
堅
実
に
推
し
進
め
、
森
林
整
備

に
よ
り
搬
出
さ
れ
る
木
材
を
販
売
部
門

の
木
材
共
販
所
へ
出
材
す
る
と
と
も
に
、

加
工
部
門
で
あ
る
丸
棒
工
場
も
し
く
は

製
材
工
場
へ
直
送
す
る
な
ど
、
森
林
整

備
に
関
わ
る
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
、
組

合
全
体
で
の
木
材
の
利
活
用
の
ス
ム
ー

ズ
な
推
進
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。

併
せ
て
利
用
部
門
に
お
い
て
も
森
林

土
木
事
業
を
中
心
に
、
受
注
機
会
を
増

や
す
た
め
の
体
制
の
構
築
と
活
動
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

一
方
、
本
年
6
月
よ
り
支
店
単
位
で

の
経
営
の
確
立
を
目
指
し
た
地
域
本
部

制
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
今
ま
で
以

上
に
効
率
的
な
事
業
運
営
と
希
薄
に
な

り
つ
つ
あ
る
各
地
域
と
の
結
び
つ
き
の

再
構
築
の
た
め
の
体
制
構
築
と
事
業
活

動
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
中
期
経
営
計
画
に
基
づ
き
、

利
益
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
課
題

施
設
の
収
支
改
善
に
向
け
た
運
営
方
針

の
立
案
と
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

加
え
て
過
去
3
カ
年
に
わ
た
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
固
定
経
費
の
削
減
に
対
す
る

取
り
組
み
も
継
続
し
て
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
早
期
に
収
支
均
衡
を
実
現
で
き

る
経
営
基
盤
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
事
業
計
画

部 門 費 用 収 益 損 益

指 導 部 門 1,735 1,620 △ 115

販 売 部 門 173,142 190,560 17,418

加 工 部 門 162,000 185,000 23,000

森林整備部門 562,819 761,925 199,106

合 　 　 計 899,696 1,139,105 239,409

Ⅰ．事業総利益��������� 239,409

Ⅱ．事業管理費��������� 238,464

Ⅲ．事業外損益�����������2,100

Ⅳ．特別損益������������� 0

Ⅴ．利益剰余金（税引前剰余金）����3,045

平成26年度損益計画書
1 部門別損益計画 2 事業総損益 （単位：千円）（単位：千円）

＜代表理事組合長＞　
　　栗本　修滋

＜副組合長＞
　　大中　一美
　　井関　醇一
　　薮内　　周
　　中　　和博（新任）

＜理　　事＞	
　　三浦　勝志
　　西田　千萬造
　　寺内　勇
　　吉田　定雄（新任）
　　堂脇　末雄（新任）
　　藤原　　宏
　　寺田　信正
　　井元　哲夫

　　奥野　　豊（新任）
　　橋本　吉兄
　　田中　豊秋
　　齊喜　徳次（新任）
　　廣田　直久（新任）

＜職員理事＞	
　　葛城　修平
　　花﨑　由泰（新任）

　　都解　浩一郎（新任）
　　竹田　兼三
　　廣口　真也（新任）

＜監　　事＞

　　南　　敏治
　　芝　　久雄（新任）
　　杉本　隆

平成 27年度の林野庁における概算要求の概要が発表されました。
全体として対前年度比 122％と、昨年よりも 6ポイント以上要
求額が増加しています。
その中でも森林整備事業費の割合が高まっています。
これは地球温暖化効果ガスの吸収源としての森林の役割が見直さ
れ、政策目標として平成 25年度から平成 32年度までの 8年間の
平均で間伐を 52 万 ha 実施することが掲げられていることを受け
ての措置です。
加えて本格的な利用期を迎える人工林資源を循環的利用するため
の施策とともに、林業を成長産業として確立するための予算として
1500 億円の予算を要求しています。
また治山事業として「緑の国土強靭化」を推進するため、山地災
害の防止や軽減のための復旧性及び海岸防災林の整備などに 733
億円もの予算を要求しています。
その他、地域材の供給体制の構築や新たな木材需要の創出、林業

の担い手の育成のための予算など、公共事業・非公共事業を併せた
予算要求額は 340,990 百万円となっています。

■平成27年度　林野庁関係予算概算要求の概要
１．総括表	 	 	 	 	 	

区　　分 平成26年度
当初予算

平成27年度
概算要求額 対前年度比

百万円 百万円 ％
公共事業費 191,267 233,318 122.0 
一般公共事業費 181,293 223,344 123.2 
森林整備事業費 119,723 150,076 125.4 
治山事業費 61,570 73,268 119.0 

災害復旧など事業費 9,974 9,974 100.0 
非公共事業費 100,328 107,672 107.3 
総　　　計 291,595 340,990 116.9

注）�上記の他、農山漁村地域整備交付金及び山村振興公交付金に林野関係事業を措置
注）それぞれの金額は四捨五入しているため総計とは一致しない場合がある

大阪府森林組合
新役員の紹介

■平成27年度　林野庁関係予算　概算要求の概要について

大阪府が学識経験者でつくる調査検討会議は 12日、森林を保全
したり都市緑化を進めたりするための財源として新税を検討する必
要があるとの報告書をまとめた。府民税で均等割の課税を中心にす
るよう提言したが、税額や税率、導入時期には触れなかった。府が
今後、府民の意見を聴く。
報告書によると府の森林関係の予算は減少が続き、2012 年度は
2002 年度の 40％弱の 12億円だった。集中豪雨による土石流等の
被害を防ぐ上でも森林整備は必要だが、木材価格の低迷や林業従事
者の減少で遅れていると指摘。緑地が少ない大阪市などで緑化対策
を進めることも求めた。

これらの対策を進めるため、全国 35県で導入されている森林保
全のための税金を参考に、新しい徴税の仕組みや導入経費がかから
ない新税を提言した。個人・法人のどちらを対象にするかは言及し
ていない。府民が税制の決定から事後の評価まで参加し、税収を基
金として積み立て、対策に充てるよう促している。
「森林環境税」などを導入済みの 35県では個人県民税（均等割）
として 400 ～ 1,200 円、法人県民税（同）に 5～ 11％をそれぞ
れ上乗せして徴収している。多くの県では個人と法人の双方を対象
にしている。

日本経済新聞　2014 年 9月 14日（朝刊より）

■「森林保全に新税提言」大阪府の検討会議

林政情報

代表監事
本年 8月 21 日に開催された総代会で
「役員改選」の議案が承認され、新役員
による体制が発足しました。
ここでは新役員の顔ぶれを紹介します。
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お
お
さ
か
の
木
で
つ
く
る「
集
成
材
」

次
代
の
担
い
手
と
共
に
成
長
、発
展
す
る

「
京
都
府
立
林
業
大
学
校
」

平
成
24
年
か
ら
新
た
な
森
林
整
備
と

し
て
搬
出
間
伐
が
全
国
的
に
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
ま
だ
課
題
も
多
く
、
保
育
過

程
で
の
森
林
か
ら
は
付
加
価
値
の
高
い

木
材
の
搬
出
は
望
む
こ
と
が
で
き
ず
、

搬
出
コ
ス
ト
を
抑
え
た
結
果
、
多
く
の

間
伐
材
が
残
材
と
し
て
林
地
の
残
さ
れ

る
結
果
を
招
い
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

木
材
の
有
効
利
用
を
目
的
と
し
た
発

電
事
業
を
全
国
的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、

発
電
に
必
要
な
大
量
か
つ
安
定
的
で
永

続
性
が
求
め
ら
れ
る
木
材
需
要
を
賄
う

こ
と
は
当
地
域
の
資
源
量
で
は
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
木
材
利
用
を
進
め
た
い
の
で

す
が
、「
反
る
」「
曲
が
る
」
と
い
う
こ

と
を
耳
に
し
ま
す
。

こ
の
川
上
の
問
題
で
あ
る
「
林
地
残

材
」
と
川
下
の
木
材
利
用
を
進
め
る
上

で
の
問
題
を
、
集
成
材
加
工
と
い
う
技

術
を
用
い
て
一
挙
に
解
決
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
「
お
お
さ
か
桧
集
成
材
」

の
製
作
に
着
手
し
ま
し
た
。

集
成
材
に
加
工
す
る
こ
と
に
よ
り
、

カ
ウ
ン
タ
ー
の
天
板
や
家
具
な
ど
木
材

を
利
用
し
た
い
と
い
う
要
望
の
高
い
部

材
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、「
反

り
」
や
「
曲
が
り
」
は
ほ
と
ん
ど
起
こ

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
木
材
を
ラ
ミ
ナ
―

と
い
う
小
さ
い
部
位
に
し
た
う
え
で
集

成
加
工
す
る
こ
と
か
ら
、
3
番
、
4
番

の
末
口
、
元
口
の
径
が
極
端
に
違
う
も

の
や
、
曲
が
り
、
ア
テ
な
ど
関
係
な
く
、

末
口
10‌
cm
か
ら
材
料
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

集
成
材
の
製
造
は
和
歌
山
県
田
辺
市

に
あ
り
ま
す
中
辺
路
集
成
材
加
工
場

（
田
辺
市
直
営
）
に
依
頼
。

集
成
材
は
4
か
月
を
か
け
、
ひ
と
塊

の
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
を
製
造
す
る
こ
と

か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

そ
れ
を
ス
ラ
イ
ス
し
た
り
、
切
り
だ

し
た
り
と
使
用
す
る
寸
法
に
応
じ
て
加

工
し
ま
す
。

現
在
、
和
泉
市
父
鬼
町
か
ら
9
月
に

工
場
入
り
し
ま
し
た
原
木
を
年
内
い
っ

ぱ
い
ぐ
ら
い
で
ひ
と
塊
に
加
工
中
で
、

年
明
け
か
ら
は
板
1
枚
か
ら
出
荷
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

他
県
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
公
共
物

件
で
の
内
装
材
や
、
家
具
類
で
す
が
、

遅
れ
て
い
た
分
、
最
高
の
品
質
で
対
応

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

次
代
の
林
業
を
担
う
人
材
確
保
の
重

要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
京
都
の
京

丹
波
町
に
西
日
本
で
唯
一
の
林
業
大
学

で
あ
る
「
京
都
府
立
林
業
大
学
校
」
が

2
0
1
2
年
に
開
校
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
大
阪
府
の
事
業
の
一
環

で
、
同
行
を
視
察
す
る
機
会
が
あ
り
、

訪
問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

同
校
に
は
森
林
林
業
科
と
研
修
科
が

あ
り
、前
者
は
定
員
を
20
名
に
限
定
し
、

高
校
新
卒
者
等
を
中
心
に
2
年
間
の
修

学
期
間
で
森
林
・
林
業
の
基
礎
か
ら
経

営
管
理
、
実
践
的
な
技
術
・
知
識
を
学

び
、
森
林
組
合
な
ど
の
林
業
事
業
体
で

の
即
戦
力
と
し
て
養
成
さ
れ
る
も
の
で

す
。就

学
期
間
に
は
林
業
先
進
国
で
あ
る

ド
イ
ツ
で
の
海
外
研
修
と
い
う
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
も
あ
る
と
の
こ
と
。
特
に
2

年
生
の
夏
以
降
は
、
作
業
路
開
設
・
高

性
能
林
業
機
械
で
の
伐
木
造
材
と
い
っ

た
現
地
研
修
が
中
心
で
、
座
学
だ
け
で

な
い
研
修
体
制
が
よ
く
整
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

ま
た
木
材
利
用
を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
も
あ
り
、
社
寺
建
築
用
の
木
材
研
修

で
は
「
五
百
年
、
千
年
先
に
残
る
木
材

の
生
産
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
誇
れ

る
仕
事
」
と
感
じ
る
生
徒
も
多
い
と
聞

い
て
、
林
業
の
価
値
は
目
先
の
利
益
だ

け
を
追
う
こ
と
で
は
な
い
と
再
認
識
し

ま
し
た
。

学
校
の
実
質
の
運
営
は
京
都
府
職
員

が
中
心
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
何
も
か

も
手
さ
ぐ
り
状
態
と
の
こ
と
。

運
営
す
る
職
員
の
方
の
お
話
し
で

は
、「
田
舎
の
町
で
午
後
10
時
に
は
ひ
っ

そ
り
す
る
と
こ
ろ
に
、
十
代
の
若
者

に
大
人
し
く
し
ろ
と
言
っ
て
も
ね
?

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
苦
情
が
あ
り
ま
す
よ
。

で
も
年
寄
中
心
の
田
舎
の
町
に
、
若
者

が
何
十
人
も
一
気
に
増
え
る
こ
と
は
大

き
な
活
性
化
で
あ
る
よ
う
で
す
」
と
い

う
こ
と
を
お
聞
き
し
。
運
営
上
の
ご
苦

労
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

さ
て
、も
う
一
つ
「
研
修
科
」
で
は
、

早
期
に
林
業
就
業
を
目
指
す
方
や
、
市

町
村
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に

し
た
講
座
も
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
林
業
経
営
や
技
術
の
習
得

な
ど
を
中
心
と
し
た
、
森
林
組
合
等
の

職
員
を
対
象
に
し
た
経
営
高
度
化
コ
ー

ス
も
あ
り
、
一
斉
に
と
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
当
組
合
の
職
員
も
必
要
に
応
じ
て

教
育
を
受
け
て
も
ら
い
、
林
業
の
プ
ロ

と
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
も

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
近
い
将
来
、
大
阪
の
林
業
を

担
っ
て
い
た
だ
く
人
材
を
こ
の
大
学
校

の
卒
業
者
か
ら
育
て
て
い
き
た
い
と
感

じ
た
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。

■大学校の教育体系

製材途中の原材料

風合いを生かした木製テーブル

集成材の材料である原木

工場内の様子
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能
勢
・
豊
能
地
域
に
は
、
昭
和
30
年

代
ま
で
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
を
主
体
と
す

る
広
葉
樹
林
が
広
が
り
、
薪
炭
林
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
本
来
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
の

広
葉
樹
林
を
伐
採
利
用
し
、
そ
の
後
、

萌
芽
更
新
さ
せ
な
が
ら
何
代
か
に
わ
た

り
不
用
樹
種
を
除
去
し
続
け
た
こ
と
で

成
立
し
た
一
種
の
“
人
工
林
”
な
の
で

す
が
、
そ
の
広
葉
樹
林
も
昭
和
30
年
代

後
半
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
燃
料
革
命
」

に
よ
り
、
家
庭
燃
料
が
石
油
・
ガ
ス
へ

と
変
化
す
る
な
か
で
、
燃
料
の
供
給
源

と
し
て
の
役
割
を
失
い
、
次
第
に
放
置

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
こ
れ
ら
林
分
の
多
く
は

高
齢
大
径
化
す
る
と
と
も
に
、
下
層
植

生
に
乏
し
い
た
め
、
台
風
や
強
風
の
度

に
倒
木
が
発
生
し
、
場
所
に
よ
っ
て
は

山
地
崩
壊
や
土
石
流
の
危
険
を
抱
え
る

な
ど
、
森
林
と
し
て
の
機
能
が
著
し
く

低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
長
き
に
わ
た

る
不
遇
の
期
間
も
終
わ
り
を
告
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
、
エ
コ
へ
の

関
心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
燃
料
と
し

て
の
“
薪
”
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。

特
に
暖
炉
が
進
化
し
た
薪
ス
ト
ー
ブ

は
手
軽
な
暖
房
器
具
と
し
て
、
例
年

シ
ー
ズ
ン
が
訪
れ
る
前
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
住
宅
関
連
、
趣
味
の
雑
誌
に

薪
ス
ト
ー
ブ
特
集
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
料
理
の

熱
源
と
し
て
薪
を
使
用
す
る
、
特
に
薪

窯
で
焼
く
ピ
ザ
を
扱
う
レ
ス
ト
ラ
ン
も

街
中
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
需
要
の
増
加
に
対
し
て
、

平
成
の
燃
料
革
命

化
石
か
ら“
薪
”へ

供
給
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
地
元
能
勢

町
に
お
い
て
「
里
山
再
生
事
業
」
が
創

設
さ
れ
、
放
置
さ
れ
た
広
葉
樹
林
の
萌

芽
更
新
を
行
う
な
ど
、
里
山
の
再
生
に

取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

当
支
店
で
は
広
葉
樹
林
再
生
の
貢
献

と
と
も
に
、
薪
の
需
要
に
応
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
そ
の
事
業
を
受
注
。

伐
採
さ
れ
た
ク
ヌ
ギ
・
ナ
ラ
材
を
搬
出

の
上
、
薪
に
加
工
し
、
そ
の
販
売
収
入

を
事
業
の
負
担
金
に
充
当
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
昨
今
問
題
と

な
っ
て
い
る
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
抑
制
や
、
災

害
に
強
い
森
林
づ
く
り
な
ど
森
林
の
も

つ
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
も
貢
献
し
て

い
ま
す
。

生
産
さ
れ
た
薪
は
、
倉
庫
で
乾
燥
さ

せ
、
写
真
の
よ
う
に
パ
レ
ッ
ト
で
販
売

し
て
お
り
、
30
束
分
入
り
と
1
0
0

束
分
入
り
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

1
束
分
単
価
に
し
て
、
ス
ト
ー
ブ
用
で

3
5
0
円
、
ピ
ザ
窯
用
で
4
5
0
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
（
消
費
税
別
）。

ま
た
、
少
量
で
の
販
売
に
も
対
応
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

荒れた広葉樹林

家庭用の薪ストーブ 薪のピザ窯

里山再生事業施工地豊能支店にストックされる薪

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電  

～
森
林
資
源
の
有
効
活
用
に
向
け
て

2
0
1
2
年
か
ら
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
、
大
規
模
な
ソ
ー
ラ
ー
発

電
所
な
ど
が
全
国
的
に
建
設
さ
れ
、
日

本
の
電
力
需
給
に
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。

同
制
度
で「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
位
置
付
け
て
い
る
の
は
、「
太
陽
光
」

「
風
力
」「
地
熱
」「
水
力
」と
と
も
に「
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
」
で
す
。

そ
の
中
で
も
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
由

来
と
す
る
発
電
所
は
、
稼
働
及
び
計
画

中
の
も
の
も
含
め
る
と
、
全
国
25
か
所

に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
、
兵
庫
・
奈
良
・

大
阪
だ
け
で
も
、
す
で
に
4
か
所
の
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
？

そ
れ
は
発
電
し
た
電
気
の
買
取
価
格
に

あ
り
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
は
「
間
伐
材
等

由
来
」「
一
般
木
材
・
農
業
残
さ
」「
建

設
資
材
廃
棄
物
」
な
ど
に
分
け
ら
れ
、

と
り
わ
け
全
国
的
に
も
計
画
さ
れ
て
い

る
の
は
、
間
伐
材
等
由
来
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
を
原
料
と
し
、
燃
焼
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
発
電
所
で
、

そ
の
場
合
の
買
取
価
格
は
、
1
k
W

あ
た
り
32
円
+
税
別
（
平
成
26
年
度

買
取
価
格
）
で
あ
り
「
太
陽
光
」
と
同

じ
く
、
高
い
ラ
ン
ク
の
金
額
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
間
伐
材
の
使
用
量
は
？　

一
例
を
あ
げ
る
と
出
力
5
千
k
W（
一

般
家
庭
1
万
世
帯
分
の
電
力
を
賄
え
る

規
模
）
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
年
間
約

10
万
ｔ
の
間
伐
材
が
必
要
と
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

未
利
用
部
分
の
切
り
株
や
枝
等
を
一

定
の
金
額
で
購
入
し
て
く
れ
る
と
な
る

と
、
間
伐
材
の
有
効
活
用
方
策
に
な
る

こ
と
に
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
注

意
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
、
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
と
い
う
の
は
、
言
わ
ば
豆
腐

屋
の
“
お
か
ら
”
で
あ
り
、
お
か
ら
の

需
要
が
多
く
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、

豆
腐
を
つ
ぶ
し
て
ま
で
お
か
ら
を
作
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

当
組
合
の
木
材
セ
ン
タ
ー
の
昨
年
度
、

木
材
取
扱
実
績
が
約
5
千
ｔ
。
と
て
も

発
電
需
要
を
満
た
す
量
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
近
隣
の
林
業
県
と
い
え
ど
も
、

こ
れ
ら
大
口
需
要
に
対
応
で
き
る
生
産

量
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

発
電
所
各
社
は
、
す
べ
て
の
木
質
を

間
伐
材
で
賄
う
と
い
う
計
画
は
立
て
て

い
な
い
よ
う
で
す
が
、
需
要
と
供
給
が

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

せ
っ
か
く
大
切
に
育
て
た
木
を
、
伐

採
後
も
姿
を
変
え
て
長
期
間
使
い
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
利
用
方
法
を
推
進
し
、

あ
く
ま
で
未
利
用
部
分
を
燃
料
と
し
て

供
給
し
て
い
く
こ
と
で
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
利
益
と
な
る
よ
う
、
有
利
な
販

売
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

バイオマス

■再生可能エネルギーの国定買い取り制度とは
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バネなしくくりわな「いのしか御用」

山
地
災
害
の
防
止
に
向
け
て

昨
今
、
異
常
と
も
い
え
る
気
象
害
が

続
発
し
て
お
り
、
大
雨
や
洪
水
に
よ
り

人
的
被
害
も
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
大
雨
」
と

い
う
表
現
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
局
地

的
か
つ
断
続
的
な
大
雨
に
よ
り
水
害
を

引
き
起
こ
す
こ
と
も
深
刻
で
す
が
、
そ

の
大
雨
が
森
林
に
降
る
こ
と
に
よ
っ
て

発
生
の
危
険
性
が
高
ま
る
土
砂
災
害
も

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
府
が
平
成
25
年
4
月
に
ま
と
め

た
「
山
地
災
害
危
険
地
区
」
で
は
、
山

腹
崩
落
に
よ
り
人
家
や
公
共
施
設
に
被

害
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
地
域
と
し
て

府
内
全
域
で
6
9
1
箇
所
、
山
腹
崩

落
に
よ
り
発
生
し
た
土
砂
が
土
石
流
と

な
っ
て
流
出
し
、
人
家
や
公
共
施
設
に

被
害
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
地
域
と
し

て
府
内
全
域
で
6
6
1
箇
所
が
危
険

地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
の
発
生
は
何
よ
り
も
大
雨

が
降
る
こ
と
が
主
な
原
因
で
す
が
、
そ

れ
に
加
え
森
林
整
備
の
遅
れ
に
よ
り
、

森
林
が
持
つ
土
砂
流
出
防
備
機
能
や
水

源
涵
養
機
能
の
低
下
が
起
因
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

遠
望
で
は
全
く
問
題
が
な
い
よ
う
に

見
え
て
も
、
実
際
、
山
に
入
る
と
災
害

と
認
定
さ
れ
る
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、

森
林
や
下
流
域
に
じ
わ
じ
わ
と
影
響
を

及
ぼ
す
事
象
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
散

見
さ
れ
る
の
が
現
状
で
す
。

組
合
と
し
て
も
、
補
助
事
業
に
よ
り

整
備
を
行
う
森
林
に
つ
い
て
は
、
そ
の

周
辺
も
含
め
状
況
の
把
握
に
努
め
て
お

り
、
危
険
な
個
所
を
発
見
し
た
際
は
行

政
等
へ
の
報
告
と
対
応
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
が
、
局
所
的
で
あ
り
、
そ
の
方

法
に
よ
り　

広
い
面
積
を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
は
困
難
な
状
況
で
す
。

や
は
り
可
能
な
範
囲
で
、
森
林
所
有

者
に
よ
る
所
有
森
林
の
現
状
の
把
握
を

進
め
て
い
た
だ
き
、
結
果
、
保
安
林
の

指
定
や
補
助
事
業
に
よ
る
森
林
整
備
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
大
規
模
土
砂

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
第
一
歩
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ご
自
身
で
の
所
有
森
林
の
把
握
が
困

難
な
方
は
、
組
合
が
所
有
者
に
代
わ
り

森
林
の
状
況
を
年
1
回
確
認
す
る
「
山

番
」
と
い
う
事
業
を
活
用
い
た
だ
く
こ

と
も
、
一
つ
の
方
法
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
人
命
や
財
産
を
失
う
川
下
で

発
生
す
る
大
災
害
の
防
止
は
、
ひ
ょ
っ

と
す
る
と
川
上
の
ほ
ん
の
少
し
の
“
手

入
れ
”
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

全国の農林業の深刻な問題と
なっている獣害対策に、バネを使
わず安全・軽量で楽に設置できる
「いのしか御用」が開発・販売さ
れています。
開発したのは高知県・三原村森
林組合の小笠原さん。
「いのしか御用」は、放射線状
に切れ目の入った円形のプラス
ティックと円筒を組み合わせたも
ので、円筒の部分にワイヤーを沿
わせて、地中に埋めて設置します。
円形のプラスティック部に体重

20kg 以上の獣が足を入れると、
その引き抜く力でワイヤーが足に
絡まり、捕獲することができます。
大きさは直径 12㎝の「小」と
17㎝の「大」があり、価格はそ
れぞれ 12,000 円と 13,000 円。
お近くの森林組合の事務所までお
問い合わせください。
尚、本商品の使用に当たっては、
わな猟の資格が必要であり、設置
の際は、各県の条例、指導官庁の
指示等の規程を遵守することが必
要となります。

下層植生が貧弱な天然林

流れた土砂はさらに下流へ

整備が遅れた人工林

洗掘による倒木

いのしか御用


